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②地勢・風土等
　龍ケ崎市は、「水と緑」の豊かな自然環境に恵まれた、首
都45km圏内に位置する茨城県南部の都市である。「スポー
ツ健康都市」を宣言している当市では、総合運動公園が整
備されたこともあいまって、スポーツへの取組がより活発と
なっている。特に流通経済大学とは、スポーツをはじめとした
行政との連携、市民との交流が盛んに行われている。
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＜概要＞

①沿革

昭和29年3月20日　市制施行
昭和30年2月21日　編入
高須村の一部

地域指定 一部事務組合加入事業
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済　消防災害補償　非常勤公務災害
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防　共同研修　水防

龍ケ崎市（りゅうがさきし）
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0297-64-1111
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面積類型

就任回数

人

＜市長＞－＜副市長＞
総   務   部　　　　　―　　　　法制総務課、人事課、財政課、情報管理課、
　   　   　　　　　　　 　 　　　　契約検査課
市 長 公 室　　　　　―　　　　秘書課、企画課、シティセールス課、
　   　   　　　　　　　 　 　　　　まちの魅力創造課
福   祉   部　　　　　―　　　　社会福祉課、生活支援課、こども家庭課、
　   　   　　　　　　　 　 　　　　介護福祉課
健康づくり推進部　 ―　　　　健康増進課、新型コロナワクチン対策課、
　   　   　　　　　　　 　 　　　　健幸長寿課、保険年金課、スポーツ都市推進課
市民生活部　　　　　―　　　　市民窓口課、税務課、納税課、
　   　   　　　　　　　 　 　　　　コミュニティ推進課、生活安全課
産業経済部　　　　  ―　　　　商工観光課、農業政策課、環境対策課
都市整備部　   　   ―　　　　都市計画課、道路整備課、下水道課、都市施設課

<危機管理監>　     ―　　　　危機管理課

<会計管理者>　     ―　　　　会計課

<教育委員会>－<教育長>
事   務   局　　　　　―　　　　教育総務課、文化・生涯学習課、指導課
教 育 機 関　　　　　―　　　　教育センター、学校給食センター

市議会事務局
選挙管理委員会事務局（総務部法制総務課兼務）
監査委員事務局
公平委員会事務局（総務部法制総務課兼務）
農業委員会事務局
固定資産評価審査委員会事務局（総務部法制総務課兼務）

④特産物

308,477総額・総数

長

歳）

69.6

－

龍ケ崎トマト、コシヒカリ、コギク、龍ケ崎コロッケ、クリスタル
ガラス

7,055

149,082

（人・百万円）

70

公営企業
※令和４年３月31日現在

48.3 ％

4,889

102

製造品出荷額等

農業就業人口

事業所数

312,974

主業農家数

従業者数



義務教育学校 ※１

40.8

校

4,225,740

11

（

プ－ル

体育館

老人福祉施設

道路改良率

1

か所

①主要施策実施状況

＜主要施策等＞

＜公共施設整備状況＞（令和２年度）
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積立金現在高（C)

＜主要課題＞
・人口減少、少子高齢化社会への対応
・定住促進
・公共施設再編成への取組
・牛久沼周辺地域の利活用
・中心市街地の活性化の推進
・空家対策・空家の利活用
＜特色ある行政＞
・龍・流連携事業（流通経済大学との連携）
・妊娠から出産・育児までのトータルサポート
・乳児家庭全戸訪問・電子母子手帳サービス
・英語教育の推進、外国語活動・外国語指導の充実
・ＩＣＴ教育の推進
・龍ケ崎市市民遺産の認定・活用
・地域防災力の強化・防災士の養成
・健幸マイレージ事業
・農産物等直売所の設置
・中核的な地域コミュニティ活動、推進
・SDGsパートナーシップ制度

病院・一般診療所 48 か所

内　　　容

保育士や幼稚園教諭の資格取得に係る
資金貸付、市内の保育所等に就労する
保育士への家賃補助などにより、保育士
等の確保に努める。

地域における創業の促進を目的とした
「創業支援事業計画」に基づき、ワンス
トップ相談窓口や創業スクールの開催、
創業時補助金などにより、創業を支援す
る。
人口流出防止を含む定住促進及び関係
人口創出に向けた取組を進めることによ
り、市の認知度向上及びまちへの推奨
意欲を高め、移住・定住人口の獲得につ
なげる。

移住定住の促進や多様なワークスタイ
ルへの対応を図るため、市内へテレワー
クスペース等を整備する事業者等に対
し、整備費用の一部を補助する。

ブランド農産物の認証や周知ＰＲ、市
内産農産物加工の推進に取り組み、
市農産品の認知度向上とイメージ
アップ及び農業の活性化を図る。

②今後の主要課題・特色ある行政等
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債務負担行為支出予定額（B)

地方債現在高（A)
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